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初回の探検は、余部上地区 

  ６月12日に発足した「中舞鶴の歴史・く
らし探検隊」（27年度の中公民館事業）。6
月28日に初のまち探検を実施しました。中総
合会館を出発、榎川に沿って余部上地区を聖
徳寺へ、その後、国道を渡って若宮や奥母を
探検。帰着後は次回の打ち合わせを行いまし
た。今回の参加者は、申込者17人のうち９人。 
 次回のまち探検は余部下～長浜地区を予定
しています。 
 探検隊の活動概要を「活動ニュース」とし
て隊員の皆さんに配付するほか、中舞鶴地区
で自治会回覧を行い多くの皆さんに見ていた
だきたいと考えています。 
 探検隊の活動の活動にご理解とご協力をお
願いします。 

探検隊の目標、活動計画 

活動ニュースを自治会回覧 

〝新たな発見〟が続  々
榎川の石組み、鎮魂碑など 

▲探検スタート。初回は余部上地区（平成27年6月
28日、中総合会館前） 

                
 
ふるさと中舞鶴の歴史や生活文化に誇りを持ち、
小学校の“校区探検”等で案内役となる人材を育
てる。 
探検で明らかとなった地域資源や問題点を整理
するなかで、地域課題の解決に取り組む人材の育
成（地域力の強化）につなげる。 
⇒活動のまとめ：探検成果を参加者が協力してパ
ネル等にまとめ、中央公民館で展示（予定） 
■参加者 
▽公募の市民18人（うち中舞鶴地区在住は14人） 
 隊長：藤川、副隊長：川井、鈴木、庶務：柴田、 
 記録：河田、事務局：山口（中央公民館） 
■当面の活動（予定） 
 講義形式ではなく、参加者の自主性を尊重した進
め方とする。毎月第2火曜の夜に座学、月1回（日
曜午前）のまち探検を中心に活動。 
▽まち探検 7月19日、8月16日 9:00～12:00 
 行き先 … 長浜、和田、余部下等 
▽座学 8月11日 19:00～21:00、中央公民館 
【主催・問い合わせ先】 
  中央公民館（電話62-0400） 

探検隊アンケートから（27年6月28日）  
■今後の探検に期待すること、改善すべきことなど 

▽探検の移動時間を短縮するため、車での移動
を検討すべき。 
▽光秀稲荷が今の場所に設置された経緯を知り
たい。  
■その他自由意見 

▽主となるテーマを持つこと。 
▽普段何気なく見ているところを改めて発見で
きて楽しかったです。 
▽道中で出会った人、途中からでも参加してい
ただける人（詳しい人）があれば、参加しても
らってもいいのではないか。築200年の話には
びっくりしました。 



▲榎川の石積み。海軍の舞鶴鎮守府設置に伴い、川の
付け替えが行われた。川底にも花崗岩の石積みが施さ
れている（探検当日は、「榎川を美しくする会」の一

斉清掃活動が行われていた） 

▲さくらんぼ園付近では、榎川が直角に曲がり、
川の付け替えがおこなわれたことが実感できる 

榎川の謎… 

▲生き物の生息環境に配慮された
整備が行われた榎川 
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▲榎川の様子を
見る瀬野隊員 
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門柱の再活用… 

▲旧憲兵分隊の施設跡が公園の柵に再利用され
ている 

▲交番の門柱は当
時のもの 

現在の中舞鶴交番付近 



▲碑文を読む？探検隊員 

慰霊の碑… （眞宗寺） 

舞鶴鎮守府設置の大工事で犠牲となった人々を
慰霊する鎮魂碑（眞宗寺境内に隣接）。舞鶴出
身の海軍中将男爵・伊藤雋吉（いとうとしよし、
1840～1921年）が揮毫いている（写真右） 

若宮神社には、日清戦争で活躍した水雷艇
の、被弾された砲の外板が奉納されている 

奉納… 

明智光秀… 

明智光秀を祭る光秀稲荷
社。現在の場所に移転さ
れたのは近代になってか
らとのこと。 

様々な発見が… 

小林長右衛門とは誰なのか？
（若宮大師堂の隣に建つ） 

絶景かな～。明教寺境内の墓
地からの眺望（写真上）。 

聖徳寺の山門をくぐると、立派で形のよい大木（タブ
ノキ＝写真右に出合う。ここにも海軍由来の石塔が。 



 ご存知の如く、舞鶴には出土した遺跡や考古物から
縄文中期から後期にかけて すでに人間が生活して
いた痕跡が認められる。この人達は当然どこかから渡
来してきた訳であるが、それを探る手掛かりが「地名」な
のである。 

 自分たちが何者なのかを周囲の人たちに知らせる事
が、当時の社会情勢の中では何よりも重要な意味を
持っていたのである。 

◇縄文時代は日本列島にはまだ移住者は少なく、部
族間の争いも余りなかったので地名を付ける必要性も
無かったのかも知れない。せいぜい自分たちがどこか
ら来たかを地名に刻印しておけばよかった。 
 

例えば、「雁又」は沖縄にもあるが、いまのカリマンタン島
（旧ボルネオ島）から来たことを表し、佐波賀は同じ島に
あるサバから渡来したと思われる。ついでに指摘すると
丹後半島の、「間人」はＴＡ－ＡＺＩ→ＴＡ－ＩＺＡ でエジプ
トからの渡来である。（注 アジとは煙りのことでシュメー
ル人はエジプト人のことを煙の人と呼んだのである） ◇
弥生時代に入ると大陸からの渡来者が急激に増え、
倭国全体が戦闘態勢に突入した。これは一重に大陸
情勢によるもので、秦の中国統一により惹起されたもの
であった。この時代の大陸では、以下の5族による攻防
が繰り返されていた。すなわち、馬族、牛族、犬族、鳥
族、蛇族の5族である。これら5部族がそれぞれの事情
で日本列島に流入してきた。従って新天地に渡ってきた
彼らにとってまず必要だったのは、食料の確保と自分た
ちの集団の特性を表す表札、つまり地名だったのである。
この時代は、自分たちは何をもって神聖なものとして崇め
るかが、最重要案件だったのである。よって、彼等移住
者の部族名をそのトーテムで地名に刻印する必要が
あったのである。            （井本精一） 

探検隊員に日本の地名に詳しい方、井本精一さ
ん（長浜）がいらっしゃいます。中舞鶴の地名
の由来を連載で紹介していただきます。 

中舞鶴の地名を考える 
餘部の古代 その①～ 

井戸と防火用水 

戦中に各家庭に配備され
た防火用水槽（さかさまに
置かれている）。左側には
市の境界柱 
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「舞鶴ハウス」はかっての
飯野家のゲストハウス 

うだつ（梲）のある民家 

立派な民家… 

風格のある、奥母の井上家（写真
右）と瀬野家（同下）。 
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【お断り】掲載内容については、今後の探検活動の
中で、追記・修正等を行う予定です。活動成果は後
日、中央公民館での展示を計画しています。 


